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研究成果の概要（和文）：古墳時代中期・畿内地域における事例として百舌鳥御廟山古墳出土埴輪および久津川古墳群
出土埴輪、当該期の畿内的埴輪の地方波及事例として西都原古墳出土埴輪の資料化を行うことができた。百舌鳥御廟山
古墳出土埴輪については、ほぼ全ての個体を調査し、全面拓本作業を７割方終了することができた。久津川古墳群出土
埴輪については、ほぼ全ての個体を調査し、ほぼ全ての個体から試料を採取し、蛍光Ⅹ線分析を行った。宮崎県西都原
古墳群出土埴輪については、補足実測を行い、ほぼ全ての個体について実測図作成を完了できた。以上を通じて、当該
期・当該地域の埴輪生産組織の実態解明に必要な基礎調査・基礎分析を行うことができた。

研究成果の概要（英文）：In this research,I investigated Haniwa figurines excavated from Mozu Gobyo-yama 
Tumulus in the Osaka Prefecture,Haniwa figurines excavated from Kutsugawa Tumuli groups in the Kyoto 
Prefecuture, and Haniwa excavated from Saitobaru Tumuli groups in the Miyazaki Prefecture. Through these 
investigation,I presented foundamental data on the production system of Haniwa figurines in the Kinki 
area in the Middle Kofun Period.

研究分野： 日本考古学
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１．研究開始当初の背景 
近年の埴輪研究においては、同工品論と呼

称される研究手法が大きな役割を果たして
おり、各地域・各時代における埴輪生産組織
の解明が精力的に進められている。 
とくに古墳時代後期・関東地方においては、

埴輪樹立古墳が多数築造されている点およ
び埴輪生産遺跡が多数検出されている点も
相まって、上記のような分析事例が多数蓄積
されている。 
また、南九州においても、筆者らの研究に

より、同様な視点に基づく埴輪生産組織論が
展開されている。 
これに対して、本研究開始当初の近畿地域

においては、連携研究者である廣瀬覚のほか、
田中智子、加藤一郎らによる同種の研究が一
部提示されていたとは言え、同工品論やハケ
メ・パターン論に基づく埴輪生産組織研究を
具体的分析に立脚しつつ広範に進めていく
段階には至っていなかったと見做し得る。 
 
２．研究の目的 
前項で述べたような近畿地域の研究状況

を鑑み、古墳時代中期・近畿地方における埴
輪生産組織の一端を解明することを目的と
する。 
具体的には、古墳時代中期・近畿地方にお

けるいくつかの古墳群をとりあげ、出土埴輪
の詳細かつ悉皆的な分析を行うものとする。 
また、古墳時代中期における畿内的埴輪が

地方に波及した実例として、宮崎県西都原古
墳群出土埴輪をとりあげ、埴輪生産組織の実
態を同工品論の視点から解明する。 
 
３．研究の方法 
 今回、近畿地域において、主要な分析対象
としたのは、大阪府堺市百舌鳥御廟山古墳出
土埴輪（宮内庁書陵部所蔵）、京都府城陽市
久津川古墳群出土埴輪（京都府城陽市教育委
員会所蔵）である。 
 両者とも、本研究以前から一部調査研究を
遂行していたが、本研究において、本格的な
調査研究に着手することとなった。 
 大阪府堺市百舌鳥御廟山古墳出土埴輪に
ついては、墳丘第一段目平坦面に樹立されて
いた円筒埴輪のうち、器壁が全周遺存する個
体を選択し、それぞれ全面拓本を作成する。
部分的拓本をつなぎ合わせることにより全
面拓本として仕上げていく。また、突帯・透
孔・刷毛目など細部の写真撮影も行っていく。 
これらの作業を通じて、各円筒埴輪の製作

者の異同を検討し、各製作者の保有する技術
の変異幅を検討していく。 
なお、百舌鳥御廟山古墳出土埴輪について

は、蛍光Ⅹ線分析の成果が既に公表されてお
り、その分析データとの照合も行う予定であ
る。 
 一方、京都府城陽市久津川古墳群出土埴輪
については、全個体の写真撮影および観察を
進めるが、その前段階として、各個体から蛍

光Ⅹ線分析用のサンプルを採取し、三辻利一
氏のご協力により、大阪大谷大学に設置され
ている蛍光Ⅹ線分析装置による分析を行う。
その上で、全個体の観察・撮影・計測を行っ
ていく。 
 一方、畿内的埴輪が地方に波及した実例と
しての宮崎県西都原古墳群出土埴輪（宮崎県
立西都原考古博物館その他所蔵）については、
本研究以前から調査研究を遂行しており、撮
影・図化作業はほぼ終了しているが、本研究
では、一部補足調査を行うとともに、これま
での資料調査の成果を総合的に再検討する
ことにより、西都原古墳群における埴輪生産
組織の全体像および畿内地域との関係性に
ついて、具体的に分析・検討を進めていく。 
 
４．研究成果 
本研究を通じて、古墳時代中期・畿内地域

における事例として、百舌鳥御廟山古墳出土
埴輪および久津川古墳群出土埴輪、当該期の
畿内的埴輪の地方波及事例として西都原古
墳出土埴輪の資料化を行うことができた。 
百舌鳥御廟山古墳出土埴輪については、宮

内庁書陵部において複数回、資料調査を実施
し、ほぼ全ての個体について観察し、全面拓
本作業を７割方終了することができた。 
また、久津川古墳群出土埴輪については、

京都府城陽市教育委員会において複数回、資
料調査を実施し、ほぼ全ての個体について観
察を行うとともに、ほぼ全ての個体から蛍光
Ⅹ線分析用の試料を採取し、三辻利一氏のご
協力のもと、蛍光Ⅹ線分析を実施した。 
一方、宮崎県西都原古墳群出土埴輪につい

ては、宮崎県立西都原考古博物館等において
複数回、資料調査を実施し、図化可能なほぼ
全ての個体について実測図作成作業を完了
することができた。 
以上の調査成果を通じて、古墳時代中期・

畿内中枢地域における埴輪生産組織の実態
を解明するために不可欠な基礎調査および
基礎分析を行うことができたと考えている。 
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